
ふじみ野市議会だより第２号〔Ｈ18.２.１発行〕 　4

提
出
議
案
と

審
議
結
果

○
全
員
賛
成
　
●
賛
成
多
数

■
11
月
24
日
　

第
２
回
臨
時
会

⋯
　

専
決
処
分
の
承
認
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

○
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ

い
て

⋯
　

条
例
の
一
部
改
正
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

○
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

⋯
　

人
　
事
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

●
助
役
の
選
任

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

︵
同
一
議
案
名
が
五
件
あ
り
︶

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
　︵
同
一
議
案
名
が
三
件
あ
り
︶

●
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

︵
同
一
議
案
名
が
三
件
あ
り
︶

●
監
査
委
員
の
選
任

︵
同
一
議
案
名
が
二
件
あ
り
︶

以
上
、
可
決

■
平
成
17
年
　

第
１
回
定
例
会

⋯
　

平
成
17
年
度
予
算
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

●
一
般
会
計

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

●
老
人
保
健
特
別
会
計

●
介
護
保
険
特
別
会
計

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計

○
水
道
事
業
会
計

⋯
　

条
例
の
一
部
改
正
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

○
部
室
設
置
条
例

●
市
立
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
条
例

●
市
立
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例

○
ふ
じ
み
野
市
議
会
委
員
会
条
例

　
今
回
の
当
初
予
算
は
、
暫
定
予
算
に
比
べ
て
一
四
億
円
以
上
も

市
債
が
増
え
、
合
わ
せ
て
五
一
億
円
、
予
算
総
額
の
二
三
％
に
も

達
し
て
い
る
。
こ
の
主
な
原
因
は
、
合
併
に
か
か
る
諸
経
費
と
無

謀
と
も
言
え
る
大
規
模
開
発
に
よ
る
も
の
で
、
市
の
財
政
構
造
を

大
き
く
ゆ
が
め
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
対
策
が
後

回
し
に
な
っ
た
。
基
本
健
診
有
料
化
の
方
針
は
直
ち
に
撤
回
を
。
旧
大
井

︵
仮
称
︶
第
七
小
の
開
校
時
期
の
平
成
十
九
年
四
月
が
努
力
目
標
に
な
っ

た
こ
と
は
問
題
だ
。
合
併
時
の
約
束
が
破
ら
れ
た
。

市民の暮らしを守る対策

が後回しである

…日本共産党

◆
総
合
振
興
計
画

問
　
総
合
振
興
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
は
、
市
民
参
加
の
方
法
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。
主
要
事
業

の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
現
状
に

即
し
た
優
先
順
位
を
つ
け
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
市
民
の

意
見
が
重
要
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。

答
　
総
合
振
興
計
画
の
年
度
は
、

平
成
二
十
年
度
か
ら
二
十
九
年
度

ま
で
と
な
り
ま
す
。
計
画
の
中
で

優
先
順
位
を
明
確
に
し
、
住
民
参

加
で
や
っ
て
い
き
ま
す
。
平
成
十

七
年
度
に
市
民
意
向
調
査
で
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
平
成
十
八
年
度
に

庁
内
体
制
を
整
備
、
九
月
以
降
に

　
本
予
算
は
合
併
に
伴
い
、
特
に
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
高
め
る
老
人

医
療
費
や
扶
助
費
等
に
向
け
ら
れ
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
大
井

通
信
所
所
在
地
交
付
金
一
、
〇
五
一
万
円
が
交
付
さ
れ
た
。
平
和

を
守
る
重
要
施
設
と
の
意
識
を
高
め
る
事
業
に
支
出
し
、
さ
ら
に

増
額
を
求
め
よ
。

　
現
在
の
基
金
残
高
や
市
税
の
動
向
を
見
る
と
き
、
高
齢
化
社
会
を
支
え

る
財
源
の
確
保
が
最
大
の
課
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
新
市
の
総
合
振
興
計

画
、
行
政
改
革
大
綱
を
早
急
に
策
定
し
、
時
代
に
適
合
し
な
い
事
業
は
見

直
す
覚
悟
も
必
要
で
あ
る
。

医療・扶助費に向けられた

予算で評価できる

  …自由民主クラブ

市
民
懇
談
会
の
開
催
や
、
審
議
会

を
通
じ
て
諮
っ
て
い
き
ま
す
。

問
　
地
方
交
付
税
の
見
通
し
、
財

政
調
整
基
金
へ
の
繰
入
額
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
地
方
交
付
税
は
七
億
円
程
度

と
予
想
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
削

減
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
今
ま
で
両

市
町
で
一
〇
億
円
ぐ
ら
い
基
金
を

取
り
崩
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
末

で
繰
入
額
は
九
億
円
見
込
め
ま
す

が
、
新
年
度
予
算
編
成
は
、
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

◆
公
社
所
有
の
土
地

問
　
土
地
開
発
公
社
の
保
有
地
の

再
評
価
を
し
て
、
経
営
実
態
を
市

財
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
。
ま
た
、
市
有
地
も
有
効
活
用

を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
公
社
所
有
の
土
地
に
つ
い
て

は
、
経
営
の
健
全
化
と
い
う
観
点

か
ら
も
早
期
処
分
を
含
め
て
検
討

し
ま
す
。
ま
た
、
市
有
地
は
土
地

利
用
計
画
を
考
慮
し
た
上
で
、
不

要
な
土
地
は
売
却
も
検
討
し
ま
す
。

民
主
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
　
青
山
博
明

 

市
民
の
意
見
を
尊
重
し
た
事
業
実
施
を
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⋯
　

そ
の
他
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

○
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

○
埼
玉
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

減
少
及
び
同
組
合
の
財
産
処
分

○
埼
玉
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

増
加
及
び
同
組
合
の
規
約
変
更

○
埼
玉
県
市
町
村
消
防
災
害
補
償
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

減
少
及
び
同
組
合
の
財
産
処
分

○
埼
玉
県
市
町
村
消
防
災
害
補
償
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

増
加
及
び
同
組
合
の
規
約
変
更

○
埼
玉
県
市
町
村
交
通
災
害
共
済
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

減
少
及
び
同
組
合
の
財
産
処
分

○
埼
玉
県
市
町
村
交
通
災
害
共
済
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

増
加
及
び
同
組
合
の
規
約
変
更

●
市
長
の
専
決
処
分
事
項
の
指
定

⋯
　

道
路
線
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

○
道
路
線
の
認
定

以
上
、
可
決

⋯
　

意
見
書
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

・
所
得
税
・
住
民
税
の
定
率
減
税
を
継

続
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

・
誰
も
が
安
心
し
て
必
要
な
介
護
を
受

け
ら
れ
る
制
度
に
す
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書

・
耐
震
強
度
偽
装
事
件
の
徹
底
究
明
と

国
民
が
安
心
で
き
る
建
築
確
認
行
政

の
確
立
を
求
め
る
意
見
書

・
石
綿
被
害
の
対
策
を
国
に
求
め
る
意

見
書

・
国
民
皆
保
険
制
度
を
守
る
こ
と
を
求

め
る
意
見
書

以
上
、
否
決

●
﹁
事
業
仕
分
け
﹂
に
よ
る
行
財
政
の

効
率
化
を
求
め
る
意
見
書
　
　
可
決

　
本
予
算
は
、
合
併
後
の
暫
定
予
算
と
両
市
町
の
当
初
予
算
を
計

上
し
た
も
の
で
、
両
市
町
の
議
会
で
承
認
さ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
。
新
規
事
業
は
、
継
続
的
な
事
業
や
緊
急
的
で
必
要
性

の
あ
る
も
の
で
、
妥
当
な
予
算
と
言
え
る
。

　
駅
西
口
の
保
留
床
取
得
は
、
合
併
特
例
債
が
初
め
て
活
用
さ
れ
る
。
公

債
費
の
負
担
を
緩
和
す
る
意
味
で
有
効
だ
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
も
あ

り
、
合
併
特
例
債
の
活
用
は
慎
重
に
行
な
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
今
後

は
、
住
民
が
納
得
で
き
る
も
の
に
限
定
し
て
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。

新規事業は継続・緊急的

で必要性がある

…民主党・市民クラブ

　
本
予
算
は
、
新
市
発
足
後
に
お
い
て
も
、
合
併
協
議
の
意
向
を

受
け
、
市
民
に
と
っ
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
配
分
さ
れ
た
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
均
衡
の
と
れ
た
内
容
で
あ
り
、
評
価
す
る
。
市
民
の
期

待
に
こ
た
え
る
た
め
に
も
、
今
後
の
計
画
や
予
算
編
成
な
ど
の
市

政
運
営
に
つ
い
て
力
強
く
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
平
成
十

八
年
度
予
算
が
新
市
ふ
じ
み
野
市
と
し
て
の
出
発
点
と
な
る
。
ふ
じ
み
野

市
職
員
の
英
知
を
結
集
し
、
新
生
ふ
じ
み
野
市
と
し
て
の
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
施
策
展
開
を
切
に
要
望
す
る
。

市民に必要なサービス

が配分された内容だ

…公明党

　
こ
の
場
所
は
立
地
条

件
も
よ
く
、
出
張
所
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
住
民
要
望
が
強
い
。

し
か
し
、
都
市
再
生
機
構
の
言

い
な
り
で
、
保
留
床
の
価
格
な

ど
公
表
し
な
い
ま
ま
進
ん
で
き

た
。
今
後
は
情
報
公
開
を
き
ち

ん
と
行
な
う
よ
う
要
望
し
、
財

産
の
取
得
の
み
に
つ
い
て
は
賛

成
す
る
。

　上福岡駅西口の駅前地区第一種市街地再開

発事業による財産（公益施設などの保留床）

の取得を審議し、全会一致で可決しました。

概要は以下のとおりです。

●公益施設（市の出張所、多目的ホールその他）

　　　　　　約 1,620 ｍ2

●駐 輪 場　約　136 ｍ2

●駐 車 場　約 3,073 ｍ2

●取得金額　15 億 3,813 万 1,000 円

　
こ
の
施
設
で
具
体
的

に
何
を
行
な
う
か
は
こ

れ
か
ら
検
討
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
住
民
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
必
要
な
ら

ば
設
備
の
改
修
も
検
討
し
て
ほ

し
い
。

　
合
併
特
例
債
が
財
源
に
使
わ

れ
る
。
旧
市
町
の
住
民
の
一
体

性
確
立
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ

し
い
。

今後の情報公開を求める

…日本共産党

住民のニーズ把握を

　…民主党・市民クラブ

討論

財産の取得について財産の取得について
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
太
陽
の
家
」
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